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最終頁に続く

( 5 7 ) 【 特 許 請 求 の 範 囲 】
【 請 求 項 １ 】
第 １ 処 理 剤 を 被 施 術 者 の 歯 の 表 面 に 塗 布 し て 、 前 記 歯 の 表 面 を 覆 う ペ リ ク ル を 剥 が し 、 剥  
が さ れ た ペ リ ク ル を 第 ２ 処 理 剤 を 用 い て 前 記 歯 の 表 面 か ら 拭 き 取 る 第 １ の 工 程 と 、
　 リ ン 酸 カ ル シ ウ ム を 主 成 分 と す る 第 ３ 処 理 剤 に 前 記 被 施 術 者 の 唾 液 を 混 ぜ て 石 灰 膜 形 成  
剤 を 調 製 す る 石 灰 膜 形 成 剤 調 製 工 程 と 、
前 記 石 灰 膜 形 成 剤 を 、 前 記 第 １ の 工 程 に お い て 前 記 ペ リ ク ル を 拭 き 取 っ た 前 記 歯 の 表 面 に  
塗 布 し 、 そ の 後 、 余 分 な 前 記 石 灰 膜 形 成 剤 を 前 記 第 ２ 処 理 剤 を 用 い て 前 記 歯 の 表 面 か ら 拭  
き 取 る 第 ２ の 工 程 と 、
を 含 み 、
前 記 第 １ 処 理 剤 は 、 酸 性 ク レ ン ジ ン グ 剤 で あ り 、
前 記 第 ２ 処 理 剤 は 、 ポ リ リ ン 酸 を 含 む 液 体 で あ る
　 こ と を 特 徴 と す る 歯 面 処 理 方 法 。
【 請 求 項 ２ 】
　 前 記 第 ２ の 工 程 後 に フ ッ 素 を 含 む 第 ４ 処 理 剤 を 歯 の 表 面 に 塗 布 す る 第 ３ の 工 程 を さ ら に  
含 む
こ と を 特 徴 と す る 請 求 項 １ に 記 載 の 歯 面 処 理 方 法 。
【 請 求 項 ３ 】
前 記 第 １ の 工 程 に お い て 前 記 ペ リ ク ル を 拭 き 取 っ た 前 記 歯 の 表 面 に 、 ホ ワ イ ト ニ ン グ 剤 を  
塗 布 す る 追 加 の 工 程 を さ ら に 含 み 、 前 記 追 加 の 工 程 の 後 に 前 記 第 ２ の 工 程 を 行 う

請求項の数　7　（全8頁）
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こ と を 特 徴 と す る 請 求 項 ２ に 記 載 の 歯 面 処 理 方 法 。
【 請 求 項 ４ 】
請 求 項 １ に 記 載 の 前 記 歯 面 処 理 方 法 に お い て 使 用 す る 歯 面 処 理 剤 セ ッ ト で あ っ て 、
第 １ 容 器 に 収 容 さ れ た 前 記 第 １ 処 理 剤 と 、
前 記 第 １ 容 器 と は 異 な る 第 ２ 容 器 に 収 容 さ れ た 前 記 第 ２ 処 理 剤 と 、
前 記 第 １ 容 器 及 び 第 ２ 容 器 と は 異 な る 第 ３ 容 器 に 収 容 さ れ た 前 記 第 ３ 処 理 剤 と 、
を 含 む
こ と を 特 徴 と す る 歯 面 処 理 剤 セ ッ ト 。
【 請 求 項 ５ 】
前 記 第 １ 容 器 ～ 第 ３ 容 器 と は 異 な る 第 ４ 容 器 に 収 容 さ れ た フ ッ 素 を 含 む 第 ４ 処 理 剤 を さ ら  
に 含 み 、
前 記 歯 面 処 理 方 法 は 、 前 記 第 ２ の 工 程 後 に 前 記 第 ４ 処 理 剤 を 塗 布 す る 第 ３ の 工 程 を さ ら に  
含 む
こ と を 特 徴 と す る 請 求 項 ４ に 記 載 の 歯 面 処 理 剤 セ ッ ト 。
【 請 求 項 ６ 】
前 記 第 １ 容 器 ～ 第 ４ 容 器 と は 異 な る 第 ５ 容 器 に 収 容 さ れ た ホ ワ イ ト ニ ン グ 剤 を さ ら に 含 み 、
前 記 歯 面 処 理 方 法 は 、 前 記 第 １ の 工 程 に お い て 前 記 ペ リ ク ル を 拭 き 取 っ た 前 記 歯 の 表 面 に  
、 前 記 ホ ワ イ ト ニ ン グ 剤 を 塗 布 す る 追 加 の 工 程 を さ ら に 含 み 、 前 記 追 加 の 後 に 前 記 第 ２ の  
工 程 を 行 う
こ と を 特 徴 と す る 請 求 項 ５ に 記 載 の 歯 面 処 理 剤 セ ッ ト 。
【 請 求 項 ７ 】
前 記 ホ ワ イ ト ニ ン グ 剤 は 、 過 酸 化 水 素 及 び ポ リ リ ン 酸 ナ ト リ ウ ム 含 む
こ と を 特 徴 と す る 請 求 項 ６ に 記 載 の 歯 面 処 理 剤 セ ッ ト 。
【 発 明 の 詳 細 な 説 明 】
【 技 術 分 野 】
【 ０ ０ ０ １ 】
　 本 発 明 は 、 歯 質 強 化 方 法 及 び 該 歯 質 強 化 方 法 を 含 む 歯 の ホ ワ イ ト ニ ン グ 方 法 に 関 す る 。
【 背 景 技 術 】
【 ０ ０ ０ ２ 】
　 虫 歯 予 防 処 置 の １ つ の 方 法 と し て 、 歯 質 強 化 を 図 る 方 法 が あ り 、 そ の 方 法 の １ つ と し て  
フ ッ 素 を 歯 面 に 塗 布 す る こ と が 従 来 か ら 一 般 的 に 行 わ れ て い る 。
【 ０ ０ ０ ３ 】
　 と こ ろ で 、 歯 の 表 面 の エ ナ メ ル 質 は 、 人 体 の 中 で 一 番 硬 い 組 織 で あ り 、 約 ９ ６ ％ が リ ン  
酸 カ ル シ ウ ム の 一 種 で あ る ハ イ ド ロ キ シ ア パ タ イ ト （ Ｃ ａ 1 0 （ Ｐ Ｏ 4 ） ６ （ Ｏ Ｈ ） ２ ） の 結  
晶 か ら で き て い る 。 こ の ハ イ ド ロ キ シ ア パ タ イ ト は 、 分 子 レ ベ ル で は カ ル シ ウ ム 、 リ ン 酸  
、 水 酸 基 か ら 構 成 さ れ て い る が 、 酸 に 弱 い と い う 性 質 を 有 し て い る 。
【 ０ ０ ０ ４ 】
　 歯 の 表 面 に は プ ラ ー ク （ 歯 垢 ） が 付 着 し 、 こ の プ ラ ー ク 中 の 細 菌 が 活 動 す る こ と に よ っ  
て 酸 を 発 生 す る が 、 歯 の エ ナ メ ル 質 を 構 成 す る ハ イ ド ロ キ シ ア パ タ イ ト が 酸 に 触 れ る と 、  
こ の ハ イ ド ロ キ シ ア パ タ イ ト の 結 晶 成 分 か ら カ ル シ ウ ム や リ ン 酸 が 溶 け 出 し （ 脱 灰 ） 、 こ  
の こ と が 虫 歯 の 原 因 と な る 。
【 ０ ０ ０ ５ 】
　 そ し て 、 ハ イ ド ロ キ シ ア パ タ イ ト の 結 晶 成 分 か ら 溶 け 出 し た カ ル シ ウ ム は 、 唾 液 の 中 に  
溶 け 込 む が 、 こ の 唾 液 中 に 溶 け 込 ん だ カ ル シ ウ ム は 、 プ ラ ー ク が 産 出 す る 酸 が 無 く な る と  
、 再 び エ ナ メ ル 質 に 取 り 込 ま れ て 元 の ハ イ ド ロ キ シ ア パ タ イ ト に 再 結 晶 す る （ 再 石 灰 化 ）  
が 、 こ の と き 、 唾 液 中 に 少 量 の フ ッ 素 が 存 在 す る と 、 再 石 灰 化 が 促 進 さ れ て 虫 歯 が 予 防 さ  
れ る 。 す な わ ち 、 ハ イ ド ロ キ シ ア パ タ イ ト は 、 フ ッ 素 に よ っ て フ ル オ ロ ア パ タ イ ト （ Ｃ ａ
１ １ ０ （ Ｐ Ｏ ４ ） ６ Ｆ ２ ） に な り 、 耐 酸 性 の 高 い フ ル オ ロ ア パ タ イ ト に よ っ て エ ナ メ ル 質 が  
強 化 さ れ て 虫 歯 に な り に く く な る 。
【 ０ ０ ０ ６ 】
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　 他 方 、 歯 科 の 分 野 に お い て は 、 虫 歯 な ど の 治 療 の 他 、 審 美 的 な 観 点 か ら 歯 の 歯 面 を 白 く  
見 せ た い （ ホ ワ イ ト ニ ン グ ） と い う 要 望 が あ る 。 歯 の 黄 ば み の 原 因 と し て は 、 タ バ コ の ヤ  
ニ な ど の 付 着 に よ る 着 色 汚 れ と 、 口 内 乾 燥 に よ る 唾 液 の 減 少 に 伴 う 口 内 の 洗 浄 力 の 低 下 と  
、 歯 の 薄 肉 化 に よ る も の な ど が 考 え ら れ る 。
【 ０ ０ ０ ７ 】
　 こ こ で 、 歯 の 薄 肉 化 と 歯 の 黄 ば み と の 関 係 に つ い て 説 明 す る と 、 歯 の 磨 き 過 ぎ な ど に よ  
っ て 歯 の 半 透 明 の エ ナ メ ル 質 が 薄 く な っ て く る と 、 歯 の 内 部 の 象 牙 質 と 呼 ば れ る 黄 色 が か  
っ た 部 分 の 色 が 透 け て 黄 ば ん で 見 え て し ま う 。
【 ０ ０ ０ ８ 】
　 と こ ろ で 、 歯 の ホ ワ イ ト ニ ン グ 方 法 に 関 し て は 今 ま で に 種 々 の 提 案 が な さ れ て い る （ 例  
え ば 、 特 許 文 献 １ ～ ３ 参 照 ） 。
【 先 行 技 術 文 献 】
【 特 許 文 献 】
【 ０ ０ ０ ９ 】
【 文 献 】 特 表 ２ ０ ０ ６ － ５ ０ ８ ８ ９ ２ 号 公 報
【 文 献 】 特 開 ２ ０ ０ ９ － ０ ６ ２ ３ ９ ７ 号 公 報
【 文 献 】 特 開 ２ ０ ０ ９ － ２ ６ ８ ６ ８ ９ 号 公 報
【 発 明 の 概 要 】
【 発 明 が 解 決 し よ う と す る 課 題 】
【 ０ ０ １ ０ 】
　 し か し な が ら 、 特 許 文 献 １ ～ ３ に お い て 提 案 さ れ た 歯 の ホ ワ イ ト ニ ン グ 方 法 で は 、 歯 質  
を 強 化 す る こ と が で き ず 、 歯 の 磨 き 過 ぎ な ど に よ る 薄 肉 化 に よ っ て 歯 が 黄 ば ん で 見 え る と  
い う 問 題 を 解 決 す る こ と は で き な い 。
【 ０ ０ １ １ 】
　 と こ ろ で 、 歯 面 は 、 そ の 全 体 が ペ リ ク ル （ p e l l i c l e ） と 称 さ れ る 薄 い 有 機 性 皮 膜 に よ っ  
て 覆 わ れ て い る が 、 こ の ペ リ ク ル に よ っ て 覆 わ れ た 歯 面 に フ ッ 素 を 塗 布 し て も 、 フ ッ 素 に  
よ る 歯 質 強 化 の 効 果 が 半 減 し て し ま う 。
【 ０ ０ １ ２ 】
　 本 発 明 は 、 上 記 問 題 に 鑑 み て な さ れ た も の で 、 そ の 目 的 は 、 歯 質 を 簡 単 且 つ 効 果 的 に 強  
化 す る こ と が で き る 歯 質 強 化 方 法 と 、 こ の 歯 質 強 化 方 法 に よ っ て 歯 質 の 強 化 を 図 り つ つ 歯  
を 白 く す る こ と が で き る 歯 の ホ ワ イ ト ニ ン グ 方 法 を 提 供 す る こ と に あ る 。
【 課 題 を 解 決 す る た め の 手 段 】
【 ０ ０ １ ３ 】
　 上 記 目 的 を 達 成 す る た め 、 本 発 明 に 係 る 歯 質 強 化 方 法 は 、 リ ン 酸 カ ル シ ウ ム を 主 成 分 と  
す る 剤 に 被 施 術 者 自 身 の 唾 液 を 混 ぜ た 溶 剤 （ １ ４ ） を 歯 （ １ ） の 表 面 に 塗 布 す る こ と を 特  
徴 と す る 。
【 ０ ０ １ ４ 】
　 本 発 明 に よ れ ば 、 唾 液 に 含 ま れ る ス タ テ リ ン と リ ン 酸 カ ル シ ウ ム に 含 ま れ る カ ル シ ウ ム  
と が 反 応 す る こ と に よ っ て 歯 の エ ナ メ ル 質 の 再 石 灰 化 が 促 進 さ れ 、 歯 面 に 強 石 灰 化 膜 が 形  
成 さ れ て 歯 質 が 効 果 的 に 強 化 さ れ る 。 そ し て 、 こ の よ う な 効 果 は 、 溶 剤 を 歯 の 表 面 に 単 に  
塗 布 す る だ け で 簡 単 に 得 ら れ る 。
【 ０ ０ １ ５ 】
　 こ こ で 、 上 記 歯 質 強 化 方 法 に お い て 、 前 記 溶 剤 （ １ ４ ） を 歯 （ １ ） の 表 面 に 塗 布 し た 後  
に フ ッ 素 （ １ ６ ） を 歯 （ １ ） の 表 面 に 塗 布 す る よ う に し て も 良 い 。
【 ０ ０ １ ６ 】
　 上 記 方 法 に よ れ ば 、 前 工 程 に お い て 歯 面 に 形 成 さ れ た 強 石 灰 化 膜 の 結 晶 が フ ッ 素 に よ っ  
て 細 密 化 さ れ 、 緻 密 化 さ れ て 硬 度 が 高 く な っ た 強 石 灰 化 膜 に よ っ て 歯 面 が 効 果 的 に 保 護 さ  
れ 、 こ れ に よ っ て 歯 質 が 一 層 効 果 的 に 強 化 さ れ る 。
【 ０ ０ １ ７ 】
　 ま た 、 歯 （ １ ） の 表 面 に 前 記 フ ッ 素 （ １ ６ ） を 塗 布 す る 以 前 に 、 歯 面 を 被 覆 す る ペ リ ク  
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ル （ １ １ ） を ク レ ン ジ ン グ 剤 （ １ ２ ） に よ っ て 剥 が す よ う に し て も 良 い 。
【 ０ ０ １ ８ 】
　 上 記 方 法 に よ れ ば 、 フ ッ 素 に よ る 歯 質 強 化 の 効 果 が 高 め ら れ る 。 因 み に 、 歯 面 に ペ リ ク  
ル が 残 存 す る 場 合 に は 、 フ ッ 素 に よ る 歯 質 強 化 の 効 果 が 半 減 す る 。
【 ０ ０ １ ９ 】
　 そ し て 、 本 発 明 に 係 る 歯 の ホ ワ イ ト ニ ン グ 方 法 は 、 歯 面 を 被 覆 す る ペ リ ク ル （ １ １ ） を  
ク レ ン ジ ン グ 剤 （ １ ２ ） に よ っ て 剥 が す 第 １ の 工 程 と 、 ホ ワ イ ト ニ ン グ 剤 （ １ ３ ） を 歯 （  
１ ） の 表 面 に 塗 布 す る 第 ２ の 工 程 と 、 リ ン 酸 カ ル シ ウ ム を 主 成 分 と す る 剤 に 被 施 術 者 自 身  
の 唾 液 を 混 ぜ た 溶 剤 （ １ ４ ） を 歯 （ １ ） の 表 面 に 塗 布 す る 第 ３ の 工 程 と 、 フ ッ 素 （ １ ６ ）  
を 歯 （ １ ） の 表 面 に 塗 布 す る 第 ４ の 工 程 と 、 を 経 て 歯 （ １ ） を 白 く す る こ と を 特 徴 と す る 。
【 ０ ０ ２ ０ 】
　 本 発 明 に よ れ ば 、 歯 面 全 体 を 覆 う ペ リ ク ル が 第 １ の 工 程 に お い て 剥 が さ れ 、 次 の 第 ２ の  
工 程 に お い て 、 ペ リ ク ル が 剥 が さ れ た 歯 面 に ホ ワ イ ト ニ ン グ 剤 が 塗 布 さ れ て 歯 が 漂 白 さ れ  
る （ ホ ワ イ ト ニ ン グ ） 。 そ し て 、 次 の 第 ３ の 工 程 に お い て 、 リ ン 酸 カ ル シ ウ ム を 主 成 分 と  
す る 剤 に 被 施 術 者 自 身 の 唾 液 を 混 ぜ た 溶 剤 を 歯 の 表 面 に 塗 布 す る こ と に よ っ て 、 唾 液 に 含  
ま れ る ス タ テ リ ン と リ ン 酸 カ ル シ ウ ム に 含 ま れ る カ ル シ ウ ム と が 反 応 す る こ と に よ っ て 歯  
質 が 強 化 さ れ 、 そ の 後 の 第 ４ の 工 程 に お い て 、 ペ リ ク ル が 剥 が さ れ た 歯 面 に フ ッ 素 を 塗 布  
す る こ と に よ っ て 歯 の 表 面 の エ ナ メ ル 質 の 結 晶 が 細 密 化 さ れ て 歯 質 が さ ら に 強 化 さ れ る 。  
こ の 結 果 、 歯 質 の 強 化 を 図 り つ つ 歯 を 白 く す る こ と が で き る 。
【 発 明 の 効 果 】
【 ０ ０ ２ １ 】
　 本 発 明 に よ れ ば 、 歯 質 を 簡 単 且 つ 効 果 的 に 強 化 す る こ と が で き る 歯 質 強 化 方 法 と 、 こ の  
歯 質 強 化 方 法 に よ っ て 歯 質 の 強 化 を 図 り つ つ 歯 を 白 く す る こ と が で き る 歯 の ホ ワ イ ト ニ ン  
グ 方 法 を 提 供 す る こ と が で き る 。
【 図 面 の 簡 単 な 説 明 】
【 ０ ０ ２ ２ 】
【 図 １ 】 図 １ Ａ ～ 図 １ Ｃ は 本 発 明 に 係 る 歯 質 強 化 方 法 を そ の 工 程 順 に 示 す 説 明 図 で あ る 。
【 図 ２ 】 図 ２ Ａ ～ 図 ２ Ｄ は 本 発 明 に 係 る 歯 の ホ ワ イ ト ニ ン グ 方 法 を そ の 工 程 順 に 示 す 説 明  
図 で あ る 。
【 発 明 を 実 施 す る た め の 形 態 】
【 ０ ０ ２ ３ 】
　 以 下 、 本 発 明 の 実 施 の 形 態 を 説 明 す る 。
【 ０ ０ ２ ４ 】
　 ［ 歯 質 強 化 方 法 ］
　 先 ず 、 本 発 明 に 係 る 歯 質 強 化 方 法 を 以 下 に 説 明 す る 。
【 ０ ０ ２ ５ 】
　 図 １ Ａ ～ 図 １ Ｃ は 本 発 明 に 係 る 歯 質 強 化 方 法 を そ の 工 程 順 に 示 す 説 明 図 で あ り 、 本 実 施  
の 形 態 で は 、 以 下 の ３ つ の 工 程 が 順 次 実 行 さ れ る 。
【 ０ ０ ２ ６ 】
　 図 １ Ａ   第 １ の 工 程 ：
　 第 １ の 工 程 に お い て は 、 歯 １ の 表 面 （ 歯 面 ） の 全 体 を 覆 っ て い る 薄 い ペ リ ク ル （ 有 機 性  
皮 膜 ） １ １ が 剥 が さ れ る 。 具 体 的 に は 、 図 示 の よ う に 、 酸 性 の ク レ ン ジ ン グ 剤 １ ２ を 歯 １  
の 表 面 に 塗 布 し て 光 （ レ ー ザ ー 光 や プ ラ ズ マ 光 ） を 当 て 、 そ の 後 に 剥 が れ た ペ リ ク ル １ １  
と 余 分 な ク レ ン ジ ン グ 剤 １ ２ を ポ リ リ ン 酸 の 液 体 で 拭 き 取 る 。 す る と 、 歯 面 の 全 体 を 覆 っ  
て い た ペ リ ク ル １ １ が 剥 が さ れ る 。
【 ０ ０ ２ ７ 】
　 図 １ Ｂ   第 ２ の 工 程 ：
　 第 ２ の 工 程 に お い て は 、 第 １ の 工 程 に お い て ペ ク リ ル １ １ が 剥 が さ れ た 歯 １ の 表 面 に 、  
リ ン 酸 カ ル シ ウ ム を 主 成 分 と す る 剤 に 被 施 術 者 自 身 の 唾 液 を 混 ぜ た 溶 剤 １ ４ を 塗 布 し て 光  
（ レ ー ザ ー 光 や プ ラ ズ マ 光 ） を 当 て 、 そ の 後 に 余 分 な 溶 剤 １ ４ を ポ リ リ ン 酸 の 液 体 で 拭 き  
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取 る 。 す る と 、 歯 １ の 表 面 が 強 石 灰 化 膜 １ ５ に よ っ て コ ー テ ィ ン グ さ れ る 。
【 ０ ０ ２ ８ 】
　 こ こ で 、 剤 （ 液 体 剤 ま た は 粉 体 剤 ） に 含 ま れ る リ ン 酸 カ ル シ ウ ム は 、 リ ン 酸 （ Ｈ ３ Ｐ Ｏ ４
） と カ ル シ ウ ム （ Ｃ ａ ） が 化 学 的 に 結 合 し た も の で あ る 。 こ の リ ン 酸 カ ル シ ウ ム を 含 む 剤  
に 被 施 術 者 自 身 の 唾 液 を 混 ぜ る と 、 唾 液 に 含 ま れ る ス タ テ リ ン と カ ル シ ウ ム と が 結 合 し て  
歯 １ の 表 面 に 強 石 灰 化 膜 １ ５ が 形 成 さ れ 、 こ の 強 石 灰 化 膜 １ ５ に よ っ て 歯 質 が 強 化 さ れ る 。
【 ０ ０ ２ ９ 】
　 図 １ Ｃ   第 ３ の 工 程 ：
　 第 ３ の 工 程 に お い て は 、 第 ２ の 工 程 に お い て 表 面 に 強 石 灰 化 膜 １ ５ が コ ー テ ィ ン グ さ れ  
た 歯 １ の 表 面 に フ ッ 素 １ ６ を 塗 布 し 、 そ の 後 、 余 分 な フ ッ 素 １ ６ を 拭 き 取 る 。 す る と 、 歯  
１ の 表 面 に コ ー テ ィ ン グ さ れ た 強 石 灰 化 膜 １ ５ の 結 晶 が 細 密 化 さ れ て 歯 質 が さ ら に 強 化 さ  
れ る 。
【 ０ ０ ３ ０ 】
　 具 体 的 に は 、 唾 液 中 に 少 量 の フ ッ 素 が 存 在 す る と 、 再 石 灰 化 が 促 進 さ れ て 虫 歯 が 予 防 さ  
れ る 。 す な わ ち 、 歯 １ の 表 面 を 覆 う 硬 い エ ナ メ ル 質 を 構 成 す る ハ イ ド ロ キ シ ア パ タ イ ト （  
Ｃ ａ 1 0 （ Ｐ Ｏ 4 ） ６ （ Ｏ Ｈ ） ２ ） は 、 フ ッ 素 １ ６ に よ っ て フ ル オ ロ ア パ タ イ ト （ Ｃ ａ １ １ ０
（ Ｐ Ｏ ４ ） ６ Ｆ ２ ） に な り 、 耐 酸 性 の 高 い フ ル オ ロ ア パ タ イ ト に よ っ て エ ナ メ ル 質 が 強 化 さ  
れ て 虫 歯 に な り に く く な る 。
【 ０ ０ ３ １ 】
　 本 実 施 の 形 態 に 係 る 歯 質 強 化 方 法 に よ れ ば 、 以 上 の 第 １ ～ 第 ３ の 工 程 を 順 次 実 施 す る こ  
と に よ っ て 、 歯 質 が 効 果 的 に 強 化 さ れ て 虫 歯 の 発 生 を 防 ぐ こ と が で き る 。
【 ０ ０ ３ ２ 】
　 な お 、 本 実 施 の 形 態 に お け る 第 １ の 工 程 （ ペ リ ク ル １ １ の 剥 ぎ 取 り ） と 第 ３ の 工 程 （ フ  
ッ 素 １ ６ の 塗 布 ） は 、 必 須 の 工 程 で は な く 、 必 要 に 応 じ て 適 宜 実 施 す れ ば 良 い 。
【 ０ ０ ３ ３ 】
　 ［ 歯 の ホ ワ イ ト ニ ン グ 方 法 ］
　 次 に 、 本 発 明 に 係 る 歯 の ホ ワ イ ト ニ ン グ 方 法 を 以 下 に 説 明 す る 。
【 ０ ０ ３ ４ 】
　 図 ２ Ａ ～ ２ Ｄ は 本 発 明 に 係 る 歯 の ホ ワ イ ト ニ ン グ 方 法 を そ の 工 程 順 に 示 す 説 明 図 で あ り  
、 本 実 施 の 形 態 に 係 る 歯 の ホ ワ イ ト ニ ン グ 方 法 に お い て は 、 以 下 の ４ つ の 工 程 を 経 て 歯 が  
ホ ワ イ ト ニ ン グ （ 漂 白 ） さ れ る 。
【 ０ ０ ３ ５ 】
　 こ こ で 、 以 下 に 示 す 第 １ 、 第 ３ 及 び 第 ４ の 工 程 は 、 歯 質 強 化 方 法 を 説 明 す る 図 １ の 第 １  
、 第 ２ 及 び 第 ３ の 工 程 と 同 じ で あ り 、 本 実 施 の 形 態 に 係 る 歯 の ホ ワ イ ト ニ ン グ 方 法 は 、 歯  
質 強 化 方 法 を 説 明 す る 図 １ の 第 １ の 工 程 （ ペ リ ク ル １ １ の 剥 ぎ 取 り ） と 第 ２ の 工 程 （ 溶 剤  
１ ４ の 塗 布 に よ る 強 石 灰 化 膜 １ ５ の 形 成 ） と の 間 に 、 第 ２ の 工 程 と し て 歯 の ホ ワ イ ト ニ ン  
グ 工 程 を 組 み 込 ん だ も の で あ る 。 す な わ ち 、 本 実 施 の 形 態 に 係 る 歯 の ホ ワ イ ト ニ ン グ 方 法  
は 、 以 下 の 第 １ ～ 第 ４ の 工 程 が 順 次 実 施 さ れ る 。
【 ０ ０ ３ ６ 】
　 図 ２ Ａ   第 １ の 工 程 ：
　 こ の 第 １ の 工 程 は 、 歯 質 強 化 方 法 に お け る 第 １ の 工 程 （ 図 １ Ａ ） と 同 じ で あ る た め 、 こ  
れ に つ い て の 再 度 の 説 明 は 省 略 す る 。
【 ０ ０ ３ ７ 】
　 図 ２ Ｂ   第 ２ の 工 程 ：
　 こ の 第 ２ の 工 程 に お い て は 、 前 記 第 １ の 工 程 に お い て ペ リ ク ル １ １ が 表 面 か ら 剥 が さ れ  
た 歯 １ の 表 面 に 、 過 酸 化 水 素 に ポ リ リ ン 酸 ナ ト リ ウ ム を 加 え た ホ ワ イ ト ニ ン グ 剤 １ ３ を 塗  
布 す る 。 す る と 、 ホ ワ イ ト ニ ン グ 剤 １ ３ の 漂 白 作 用 に よ っ て 歯 １ が 漂 白 さ れ て 白 く な り 、  
そ の 後 に 余 分 な ホ ワ イ ト ニ ン グ 剤 １ ３ を 歯 １ の 表 面 か ら 拭 き 取 る 。 な お 、 ホ ワ イ ト ニ ン グ  
剤 １ ３ と し て は 、 他 の 任 意 の も の を 使 用 す る こ と が で き る 。
【 ０ ０ ３ ８ 】
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　 図 ２ Ｃ   第 ３ の 工 程 ：
　 第 ３ の 工 程 に お い て は 、 第 ２ の 工 程 に お い て 白 く な っ た 歯 １ の 表 面 に 、 リ ン 酸 カ ル シ ウ  
ム を 主 成 分 と す る 剤 に 被 施 術 者 自 身 の 唾 液 を 混 ぜ た 溶 剤 １ ４ を 塗 布 し て 光 （ レ ー ザ ー 光 や  
プ ラ ズ マ 光 ） を 当 て 、 そ の 後 に 余 分 な 溶 剤 １ ４ を ポ リ リ ン 酸 の 液 体 で 拭 き 取 る 。 す る と 、  
歯 １ の 表 面 が 強 石 灰 化 膜 １ ５ に よ っ て コ ー テ ィ ン グ さ れ る 。 こ の 第 ３ の 工 程 は 、 前 記 歯 質  
強 化 方 法 に お い て 説 明 し た 図 １ Ｂ の 第 ２ の 工 程 と 同 じ で あ る た め 、 こ れ に つ い て の さ ら に  
詳 細 な 説 明 は 省 略 す る 。
【 ０ ０ ３ ９ 】
　 図 ２ Ｄ   第 ４ の 工 程 ：
　 第 ４ の 工 程 に お い て は 、 第 ３ の 工 程 に お い て 表 面 に 強 石 灰 化 膜 １ ５ が コ ー テ ィ ン グ さ れ  
た 歯 １ の 表 面 に フ ッ 素 １ ６ を 塗 布 し 、 そ の 後 に 余 分 な フ ッ 素 １ ６ を 拭 き 取 る 工 程 で あ っ て  
、 前 記 歯 質 強 化 方 向 に お い て 説 明 し た 図 １ Ｃ の 第 ３ の 工 程 と 同 じ で あ る た め 、 こ れ に つ い  
て の 再 度 の 説 明 は 省 略 す る 。
【 ０ ０ ４ ０ 】
　 本 発 明 方 法 に よ れ ば 、 以 上 の 第 １ ～ 第 ４ の 工 程 を 順 次 実 施 す る こ と に よ っ て 、 歯 質 の 強  
化 を 図 り つ つ 、 歯 １ を 白 く す る こ と が で き る と い う 効 果 が 得 ら れ る 。
【 ０ ０ ４ １ 】
　 な お 、 本 発 明 は 、 以 上 説 明 し た 実 施 の 形 態 に 適 用 が 限 定 さ れ る も の で は な く 、 請 求 の 範  
囲 お よ び 明 細 書 と 図 面 に 記 載 さ れ た 技 術 的 思 想 の 範 囲 内 で 種 々 の 変 形 が 可 能 で あ る 。
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【 図 面 】
【 図 １ 】 【 図 ２ 】
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